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総
力
戦
体
制
下
に

お

け
る

信
仰
と

戦
争

　
　

1
「

日

本
基

督
教
」

を

中
心
に

ー川
　
口

　
葉
　
子

　
本
発
表
は

、

ア
ジ

ア
・

太
平
洋
戦

争
下
に

お

け
る

日
本
の

プ

ロ

テ

ス

タ

ン

ト
。

キ

リ
ス

ト

教
に

お

い

て
、

「

日

本
基

督
教
」

と

し
て

現
れ
た

キ

リ

ス

ト

教
の
一

形
態
に

つ

い

て

報
告
す
る

。

　
二

〇

〇
九
年

、

日
本
プ
ロ

テ
ス

タ
ン

ト
宣

教
一

五

〇
周
年
を
迎
え

、

七

月
に

横
浜
で

記
念
大

会
が

開
催
さ

れ
た

。

「

キ
リ

ス

ト
に

あ
っ

て

ひ

と

つ

ー
主
イ
エ

ス

の

証
し
人
と

し

て

ー
」

と
い

う
テ

ー

マ

の

も

と、

日

本
キ
リ

ス

ト

教
協
議
会
（
伝

統
派
）

、

日

本
福
音
同
盟
（
福
音
派）
、

日

本
リ
バ

イ

バ

ル

同
盟

（

聖

霊

派）

の

三

団
体
が

協

力
し
て

開
催
さ
れ

た
。

そ
こ

で

は
、

一

五

〇
年
前
の

先
人
に

感
謝
を
す
る

と
と

も
に

、

閉
塞
感
の

な
か

で

福
音
宣

教
へ

の

使
命
を

新
た

に

す
る
こ

と

を
宣

言
し

た
。

　一

五

〇

周
年
と

は、

キ

リ
ス

ト
教
界
に

と

っ

て
、

一

致
の

あ
ら

わ

れ

で

あ
り、

宣

教
の

使

命
を

再
確
認
・

再
決
起
す
る

も
の

で

あ
っ

た
。

　
現
在
の

「

閉
塞
感
」

へ

と

至
る
一

五

〇
年
の

歴
史
の

中
で
、

戦
時
下
の

キ

リ
ス

ト
教
は、

外
部
と

の

か

か

わ
り
が

多
い

こ

と

が

特
異
で

あ
る

。

本

発
表
で

は
、

そ
の

か

か

わ

り
あ
い

か

ら

創
出
さ

れ
た
日

本
基
督
教
に

焦
点

を

あ
て
、

そ

れ
が

教

団
の

統
制
に

重
要
な
意

味
を
も
っ

た

こ

と

を

明
ら

か

に

す
る

。

　
総
力
戦
体
制
下
に

お

い

て、

宗
教
団

体
法
を

契
機
と

し
た

日

本
基

督
教

団
と

し

て

の

合
同
は

、

教
団
に

所

属
す
る

教

師
・

信
徒
の

信
仰
を

掌
握
す

る

意
を
内
包
す
る

も
の

で

あ
っ

た
。

教
団
上

層
部
は

合
同
し
て

ひ

と
つ

と

な

っ

た
こ

と

に

価
値
を
置
き

、

さ

ら

に

信
仰
も
ひ

と

つ

と

す
る

こ

と

を

模

索
し、

日

本
基
督
教
を
提
唱
し
た

。

　

教
団
は
教

師
・

信
徒
に

対
し、

日

本
基
督
教
を

あ
り
う

べ

き

信
仰
と

し

て

提
示
し
た

。

そ

れ
は

、

戦

争
と

い

う
社
会
的
文
脈
を
契
機
と

し

て

提
唱

さ

れ
た、

国

体
と

の

整
合
性
を
は

か

る
た

め

の

内
的
論
理

で

あ
り、

そ

の

キ

リ
ス

ト
教

的
純
粋
性

、

回

帰
性
が

う
た

わ

れ
、

時
代
状
況
を
超
え
た
日

本
に

お

け
る

キ

リ
ス

ト

教
の

見
直
し
で

あ
る

こ

と

が

志
向
さ
れ
た

。

そ
し

て
、

教
団
や
文

部
省
に

よ

っ

て

開
催
さ

れ

た

教
師
錬
成
会
な
ど
を

通
し
て

日

本
基
督
教
の

信

仰
が
受

け
入
れ
ら
れ

る

に

つ

れ
、

上
層
部、

文

部
省
に

と

っ

て

信
徒
の

掌

握
が

容
易
と

な
っ

て

い

っ

た

の

で

あ
る

。

日
本
墓
督
教

に

よ

っ

て
、

教
団
と

し
て

総
力
戦
体
制
に

組
み

込
ま
れ

て

い

っ

た
と
い

え

る

だ

ろ

う
。

　
し

か

し
、

終
戦
に

よ
っ

て

社
会
状
況
が

変
わ
る

と
、

日
本
基
督
教
が

時

代
状
況
的
な

制
約
を
受
け
て

い

た

こ

と
が

明
ら
か

と

な
り

、

す
ぐ
に

消
え

て

い

っ

た
。

個
人
主
義
的

性
格
を

帯
び
た
日
本
の

キ
リ

ス

ト

教
の

歴
史
の

中
で

、

日
本
基
督
教
は
異

質
な
も

の

で

あ
り、

国
家
及
び

社
会
的
状
況
の

制

約
の

な
か

で

現
わ
れ
た
一

つ

の

キ

リ
ス

ト
教
の

形
態
で

あ
っ

た
。

日

本
の

新
宗
教
に

お

け

る

国
家
観

・

天
皇
観
と

実
践

　
　

ー
解
脱
会
の

事

例
か

ら

ー
塚

　
田

　
穂

高

　
日

本
の

新
宗

教
に

お

い

て
、

ナ
シ

ョ

ナ

リ

ズ
ム

が

ど
の

よ

う
な

論
理
構

造
の

も
と
に

存

在
し、

そ

れ
に

基
い

て

ど
の

よ
う
な
実
践
が

行
わ

れ

て

い
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る
の

か
。

こ

の

問
題
は、

新
宗
教
の

思
想
と

運
動
に

お

け
る

個
人
救
済
と

世
界
（
普
遍）

救
済
の

問
に

位
置
す
る
「

国

家
」

の

位
相
を

問
う
も

の

で

あ
り
、

宗
教

研
究
の

領
域
に

お

い

て

も、

ま
た

戦
後
大
衆
運
動

史
に

お

け

る

「

愛
国
」

・
「

保
守
」

思
想
を

見
る

上
で

も、

有
効
な

視
点
と

言
え
る

だ

ろ

う
。

こ

う
し

た

問
題
関
心
に

基
き

、

本
報
告
で

は

解
脱
会
の

事

例
研
究

を

行
う

。

　

解
脱
会
は、

一

九
二

九
年
に、

岡
野
聖
憲
（
一

八

八
一

1
一

九
四
八、

尊
称
・

解
脱
金
剛

尊
者）

に

よ
っ

て

創
始
さ

れ
た

神
仏

混
淆
の

新
宗
教
で

あ
る

。

本
部
は
東

京
・

新
宿
区
荒

木
町、

宗

教
的
聖
地
は

岡
野
の

郷
里

・

埼
玉

県

北
本
市
に

あ
る

。

会
員
は
、

公

称
一

〇

万
七

五
五

六

人
（
〇
七

年
V

。

後

継
者
の

岡
野
聖

法
（
】

九
三

九

1
）

・

法
主
は

、

伊
勢

神
宮
評
議

員、

日

本
会
議
代
表
委

員
、

新
日

本
宗
教
団

体
連
合
会
理

事
長、

日

本
宗

教
連
盟

理

事
長
な
ど

を

務
め
て

い

る
〔
〇

九
年
時
点）

。

解
脱

会
の

先
行

研
究
と

し

て

は、

B
・

エ

ア

ハ

ー

ト
、

宮
家
準
編
『

伝
統

的

宗
教
の

冉

生
』

（
八

三

年
）

と

い

う
重

厚
な

成
果
が

あ
る

が
、

本

報
告
で

は

主
に

岡

野
聖
憲
（
以

下、

岡
野）

の

言
行
を

焦
点

化
し
、

そ
の

国
家
観
・

天
皇

観

な
ど
を

析
出
し
て

い

き

た

い
。

　

岡
野
の

思

想
形
成
上
重

要

な
の

は、

代
々

名
主

の

家
に

生
ま

れ

な

が

ら
、

事
業
の

失
敗

・

借
金
・

脱
税
な

ど
で

家
・

父
母
に

迷
惑
を
か

け
た
こ

と

に

対
す
る、

「

父

母
の

恩
に

応

え
た

い
、

家
名
に

恥
じ
な

い

働
き
を

し

た

い
、

故

郷
に

錦
を

飾
り
た
い
」

と
い

う
強
い

思
い

で

あ
る

。

そ

し
て

そ

れ

は、

「

家
」

「

先
祖
」

「

家
郷
」

の

重

視
に

よ
り

、

氏

神
・

菩

提
寺
（

先

祖

供
養
）

の

重
視、

ま

た

皇
室
崇
敬
へ

と

接
続
し
て

い

る
。

　
こ

う
し

た

岡
野
の

経
験
は
、

た
と
え
ば

会
員
が

ヨ
々

唱
え
る
「

勤
行
法

則
」

の

な
か

の

「

三

綱
五

常
報
恩
」

で、

「

国
土
の

大
御
恩
」

「

父
母
の

御

恩
」

「

社
会
の

御
恩
」

を

強
調
し
て

い

る

こ

と

な
ど

に

反
映
さ
れ

て

い

る

だ

ろ

う。

ま
た

、

岡
野
の

愛
郷
心
は

単
な

る

郷
土

愛
に

留
ま
ら

ず、

民
族

性
（
ナ

シ

ョ

ナ

リ

ズ
ム
）

の

次
元

に

ま

で

止

揚
さ

れ

て

い

る
。

こ

こ

に

は
、

自
己

滅

却
に

よ

る

心

直
し

か

ら、

家

庭
・

地

域
・

国
（
そ

し

て

世

界）

へ

と

敷

衍
し
て

い

く

積
み

上

げ
型

の

救
済
観
が

看
取
で

き

る。

そ
の

な
か

で
、

確
か

に

岡
野
は

戦
前
か

ら

人

類
〔
引

五

色
人

種
」）

救
済
・

万
霊

供
養
・

世
界
平
和
を

説
い

て

い

る

の

だ
が
、

や

は

り
「

国
家
」

「

民

族
」

の

位
相
が

強
調
さ

れ
る

こ

と

に

よ

り、

幾

分
こ

の

普、
遍
的
局
面
は

後
景
化

し
て

い

る
。

　
次
に

、

実
践
面
に

目
を

移
す
と、

ま

ず
は
一

九
四
一

年
よ

り
毎
年
行
わ

れ
て

い

る

「

三

聖
地
巡
拝
」

が

挙
げ
ら

れ
る。

皇
宗
を
祀
る

伊
勢
神
宮

、

神
武
天

皇
を

祀
る

橿
原
神
宮、

皇
室
の

菩
提
寺

・

御
寺
泉
涌
寺
を
巡
る
も

の

で
、

毎
年
千
人
超
が
参
列
す
る

。

「

人
類
を

代
表
し

て
」

「

世
界
平
和
の

た

め
」

と

も
説

明
さ

れ
る

が
、

そ
の

論
理
連
環
は

幾
分
不
明
瞭
で

あ
る

。

こ

の

な
か

で

も

泉
涌
寺
の

持
つ

意
味
は

特
別
で

あ
る

。

戦
前

、

民
間
と

交

流
が

な
か

っ

た

同
寺
の

護
持
を
志
し
団
参
が

認
め

ら

れ

た

岡
野
は

、

逝
去

後
に

境

内
へ

の

埋
葬
が

許
さ

れ
、

「

解
脱
金

剛
宝
塔
」

が

建
立
さ

れ
た

。

現
在、

年
法

要
・

年
祭
が

行
わ

れ

会

員
物

故

者
精
霊
も

合
祀
さ

れ

て

お

り、

同
寺
は
皇
室
の

菩
提
寺
で

あ
る

と

同
時
に

会
祖
が

眠
る

地
で

あ
る

と

い

う
二

重
の

意
味
を

帯
び
て

い

る
。

続
い

て

重
要
な

の

は、

北

本
の

御
霊

地
に

あ
る

「

大
日

本
精
神
碑
」

（
現
・

「

太
陽

精
神

碑
」
）

で

あ

る
。

毎
年

建

国
記
念
の

日

に

「

建

立

記
念
祭
」

が

行

わ
れ

る
。

戦
前
は

「

凵

本
精

神
」

の

称
揚
が

主
眼
だ
っ

た

が
、

戦
後
は

「

太
陽

精
神
」

の

顕
彰
と

い

う

普
遍

的
志

向
が

付
与
さ

れ
て

い

る
。

　
最
後
に、

岡
野
が

終
戦
に

い

か

に

向
か

い

あ
っ

た

か

を
見
て

お

こ

う
。
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岡
野
に

と
っ

て

戦
争
は

ア
ジ
ア

民
族
を
解
放
す
る

「

聖

戦
」

で

あ
っ

た
。

月

本
は

武

力
で

は

負
け
た
が
、

目
的
は

果
た
せ

た
と

す
る

。

ま

た

皇
室
崇

敬
も

変
わ

ら
ず、

む

し

ろ
終

戦
を

「

日
本
精

神
」

と

皇
室
の

徳
の

普
遍
化

の

契
機
と

見
て

い

る
。

　
以
上
か

ら、

解
脱
会
の

ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム

の

特
徴
は
、

家

郷
〔
家
と

郷

土）

／
氏
神
・

菩
提

寺
（

先
祖）

重

視
が、

「

日

本
精
神
」

に

代
表
さ

れ
る

民
族
性
・

国
家
称
揚
や
皇
室

崇
敬
に

滑
ら
か

に

接
続
さ

れ
て

い

る

点
に

あ

る
。

ま

た
、

主
に

戦
前
を
生
き

、

「

国
家
」

「

日

本
」

の

位
相
を

強
調
し
た

会

祖
の

言
行
に

多
く
を

拠
っ

て

い

る
た
め、

普
遍
的
救
済
の

局

面
が

幾
分

稀

釈
化
・

抽
象
化
し

て

い

る

点
を

指
摘
で

き
る

だ
ろ

う
。

無
縁
遺
骨
と

恨
（

は

ん
）

　
　

1
被
徴
用

者
等
の

遺
骨

調
査
か

ら

ー
工

　
藤

英
　
勝

　
国
家
戦
争
・

国
策
に

よ
る

死
亡
者
を
ど
の

よ

う
に

遇
す
る
か

と
い

う
こ

と

は
、

い

つ

の

時
代
で

も
、

重
要
な
政

治
課
題
で

あ
る

。

　
こ

こ

で

言
う

「

無

縁
遺
骨
」

と

は、

東
ア

ジ
ア

出
身
の

強

制
徴
用
者
等

の

遺
骨
で
、

ア

ジ

ア
・

太
平
洋

戦
争
後、

さ

ま

ざ
ま
な

事
情
で

引
き
取
り

手
が

な
い

ま
ま
墓
地
や

寺
院
に

留
め
置
か

れ
た

ま

ま
に

な
っ

て

い

る

遺
骨

で

あ
る

。

　
欧

米
の

連
合
国
捕
虜
等
の

遺

骨
は、

敗
戦
後
数
ヶ

月
で

引
渡
し

を
完
了

し
て

い

る
。

中
国
人
捕
虜
等
の

遺
骨
に

つ

い

て

は
、

昭

和一

＝
　
（
一

九
四

六）

年
に

外
務
省
が

調
査
を

完
了
し、

 

九
五

〇
年
代
か

ら

仏
教
界
が

中

心
に

な
っ

て

数
次
に

わ
た
り、

判
明
し
た
遺
骨
が

本
国
へ

返
還
さ
れ

て

い

る
。

こ

れ
ら

と

は

対
照
的
に、

日

本
の

旧
植
民
地
と

く
に

朝
鮮
出
身
で

民

間
企
業
に

徴
用
さ

れ

て

い

た

死
亡

者
に

つ

い

て

は
、

東
西
冷
戦
構
造
や

南

北
分
断
の

狭

間
で、

民
間
に

よ
る

返
還
の

外
は

放
置
さ

れ

て

き

た
。

　

軍
人
・

軍

属
以
外
の

朝
鮮
出
身
者
遺
骨
の

調
査
と

奉
還
が

、

政
府
間
で

約
束
さ

れ
た

の

は、

二

〇
〇
四

年
十
二

月
の

日

韓
首
脳
会
談
で、

小

泉
首

相
と

の

盧
武
鉉
大

統
領
と

の

問
で、

朝
鮮
半
島
出
身
の

民

間
徴
崩
者
等
の

遺
骨
も
含
め

て

返

還
に

向
け
て

人

道
協
力
す
る

と

い

う
合
意
が

交
わ

さ
れ

た

こ

と

に

始
ま

る
。

　
日

本
政
府
は
二

〇
〇
五

年
七
月
に

全
日
本
仏

教
会
を

通
し

て、

加
盟
教

団
へ

「

朝
鮮
半

島
出
身
の

旧
民
間

徴
用
者
等
の

遺
骨
に

つ

い

て

の

情
報
提

供
の

お

願
い
」

と
い

う

調
査
依
頼
を
し
た

。

　

曹
洞
宗
で

は、

二

〇

〇
五

年
十
一

月
か

ら、

人

権
問
題
と

り

わ
け

教

団
・

僧
侶
の

戦
争
責
任
と

戦
後
責
任
の
一

環
と

し

て

無
縁
遺
骨
お

よ

び

真

相
究
明
に

つ

い

て

の

調
査
を

開
始
し
た

。

　

曹
洞
宗
で

は、

今
日

現
在、

約

＝
二

〇
ヵ

寺
か

ら

関
連
す
る

情
報
が

寄

せ

ら

れ

て

い

る
。

北
海

道
か

ら

九

州
ま
で

少
な
く
と

も
二

六

道
府
県
に

分

布
す

る
。

す
で

に

合
祀
・

合
葬
さ
れ
て

い

る

遺
骨
も
含
め

、

約
六

五

〇
体

の

遺
骨
の

所
在
が

確
認
さ

れ

て

い

る
。

決
し
て

少
な
い

数
で

は

な

い

が
、

朝
鮮
本
籍
な

ど

の

詳
細
な

身
元
情
報
が

判
明
し
て

い

る

ケ

ー

ス

は

わ

ず
か

四

七

体
に

過
ぎ
な

い
。

　

遺
骨
問
題
の

調
査
チ
ー

ム

が

実
際
に

発
見
し

た

遺
骨
に

は

少
な
か

ら
ず

女

性
や、

生

後
間
も
な
い

子
供
の

遺
骨
を
確
認
し

て

い

る
。

必
ず
し
も

徴

用
や

強
制
連
行
を
受
け
た

当
事
者
だ

け
で

は

な

い

人
々

の

遺

骨
で

あ
る

。

朝

鮮
出
身
の

労
務
者
の

体
験
も
さ

ま

ざ
ま
だ

。

い

わ

ゆ

る

強
制
連

行、

強

〔1569）477

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　


